
みんなで考える「 SS＝サービスステーション」の“これまで”と“これから”
中部経済産業局主催ワークショップ

SSは、産業・生活・文化の拠点！未来にどうトランスフォームできる？

コーヒーを片手にほっと一息つきたくて

「SS」に立ち寄る。
住宅のリノベーションについて相談したいから

「SS」を訪ねる。

「SS＝サービスステーション」は
燃油を提供する給油所としての役割のみならず

地域に暮らす人たちの様々なニーズを満たすことで

近年、私たちの生活にもっと寄り添う存在へ

トランスフォーム（変革）しています。

そもそも、災害時には

各地域へ石油製品を安定して供給できる

“インフラ”であるSS。
地域に根ざしているからこそ

本来、個性があるSSは
それぞれの地域にとって

オンリーワンの存在であることができるのでは...?
そんなポテンシャルを探るため

SS事業者が課題や新規事業のアイディアを学ぶための
ワークショップが開かれました。



　　　　　中部経済産業局 二村 真基さん　　　　　　　　　資源エネルギー庁 宮内 光弘さんによるオープニングトーク

災害時の“最後の砦”が、窮地に...
多角化・協業・支援が急務

愛知・岐阜・三重の東海3県から、SS事業者を集めて開かれた今回のワークショップ。
まずは、主催者である中部経済産業局の二村 真基さんが登壇し、2024年1月に起きた能登半島
地震で、現地に派遣された際のエピソードを報告しました。

「石川県庁に派遣され、被災地への燃料配送を担当していた時に、SSの重要性を目の当たりに
しました。SSの自主的な判断で緊急車両への燃油の優先供給を迅速に行う動きがあった一方
で、地域のSSでは、近くの避難所への給油を行なっていたんです。SSは災害時のエネルギー供
給の“最後の砦”であることを実感しました。」（中経局・二村さん）

続いて、資源エネルギー庁の宮内 光弘さんがオンラインで登壇。自動車の燃費向上や保有台

数減少などに伴い、燃油の消費活動は、2004年をピークに減少の一途である厳しい需要見通し
が報告されました。

SS事業者の高齢化や設備の老朽化、さらに、国を挙げたカーボンニュートラルへの取り組みや
EV化から、今後、こうしたトレンドが加速することが見通される中、SS事業は、すぐにでも、① 経

営維持に向けた事業の多角化、② 協業・経営統合、③ 行政などによる、より踏み込んだ支援な

どの対応が必要であるとの見解が示されました。



“これから”の事業を「デザイン経営」で考える
-ワークショップの仕組み -

需要見通しの厳しい未来に向けて、SS事業者が、どうトランスフォーム（変革）していくことができ
るのか。今回のワークショップは、既存事業を多角化するにあたって具体的なアイディアを練る際

に、ユーザーのニーズに寄り添いながら、自らの強みを活かすことのできる思考方法を知り、そ

のやり方で、実際に新規事業を考えるまでを体験してもらうよう設計されました。

プロセスは、4つのステップに分かれます。まず、インプットトークで「デザイン経営」について学
び、その上で、各事業者に「Will＝やりたいこと」を書き出してもらいます。そして、 それぞれの事
業者がすぐに「Can＝できること」と考えた上で、両者を結びつけ、事業者自身や地域の環境を活
かした「SSの“これから”」を描いてもらおうという仕組みです。



1. インプットトーク：「デザイン経営」を学ぶ

講師の土生哲也さん

　



「デザイン経営」の神髄を学ぶ
人間に向き合い、人格形成した先にある“対話の経済”

インプットトークでは、弁理士の土生 哲也さんを講師に迎え「デザイン経営」について講演してい

ただきました。講演で土生さんは、時代と共に企業が向き合う“問題”が移り変わっていると指摘。
「量産のニーズに向き合った昭和」から「多様なニーズを満たすため市場分析が加わった平成」

までは、“問題”に対する“正解”があったものの、「環境配慮や働き方改革などに直面する令和」は
“正解のない問題”に向き合う時代だとし、解決するには「デザイン経営」の手法が必要だと話しま
した。

「デザイン経営」では、「仮説→トライ→フィードバック→改善」を手探りで進めます。「調査→計画
→設計→開発」という従来の事業開発と異なり、ゴールが見えない中で、よりフィットする在り方を
模索し続けるのが特徴です。SS事業者が、これからの在り方を考える上で必要なのは、「“人間
（ユーザー・従業員・経営者自身）”に向き合うこと」、そして「人格を形成する（自分をよく知る）こ
と」だと、土生さんは力説しました。

「自分（自社）だからできることとは？社会的な存在意義は？こうした問いを腹落ちするまで考え

る。そして、事業の本質を問い直してください。あなたがやる意味はありますか？それはずっと持

続できますか？そもそもSSって？何を提供しているの？自分たちが何者かを問いかけた上で、
何をどう提供するか。そのために市場を分析すればいい。そうすると、顧客への“語り方”が変わ
るんです。我々はこういう存在です、と語り出すと、顧客が相談してくれるようになる。すると、共

創が生まれ、パートナーが増える。事業に関わる人々が、想い、ビジョンを語り、ぶつけ合う、“対
話の経済”が出来上がる。よりより社会をつくるためには、これをやっていかないといけないと思う
んです。」（講師・土生さん）



2. 「Will＝やりたいこと」 X「 Can＝できること」：SSの“これから”を考える

“当たり前”がこれからの強みになる

ワークショップでは、参加者であるSS事業者が3つのグループに分かれ、それぞれがファシリ
テーターの進行のもと、これから「Will＝やりたいこと」と、自社の環境で「Can＝できること」をポ
ストイットに書き出しました。「なぜ？」「具体的には？」といった質問に、初めはぼんやりと書き出

された言葉の深層心理や本質が次々と露わになります。この時、参加者から共通して聞かれた

のが、こうした“Will”や“Can”が「当たり前過ぎて自社の特徴だと気づかなかった」という声。例え
ば「法人の顧客が多い」という環境を自社の特徴と捉えると「地元の菓子折りを販売すれば喜ば

れるかも」というアイディアに結びつくことも。また「推し活が好き」という個人的な趣味から、「洗車

待機中に好きな曲を選べるシステムにできないか？」という発想も浮かんできました。フルサービ

ス（スタッフが給油するサービス）歴20年以上の事業者は、日々、顧客とのコミュニケーションを
大切にしてきたからこそ、草刈りや引越しの人手が欲しいという個人的な相談も顧客から持ちか

けられているとわかり、事業多角化への様々なニーズの可能性が目に見えて明らかとなりまし

た。

3. ワークショップを終えて



SSのこれからは、産業・生活・文化の拠点に

約2時間に渡るワークショップの最後に、各グループが本日の成果を発表しました。すると、その
アイディアの数々は実に斬新なものばかり。参加者一人一人が「デザイン経営」の思考方法を習

得し、改めて自信をつけた様子が伺えました。

「お客様にSSへ来ていただいている限りある時間の中で、どのような時間を過ごしてもらうかが
鍵だと感じました。釣り好きなオーナーは釣り堀を設置したり、隙間時間でネイルサービスを行っ

たり、体を鍛える場所や子供が楽しめるUFOキャッチャーを用意するなど、他にはない場所づくり
をしたいです。」（参加者）

「忙しい顧客への気の利くサービスを時間ごとに変えて提供したいです。朝は、給油ついでにゆ

で卵が食べられる“モーニング”サービス。昼間は、マッサージチェアやサウナを設置して疲れを
癒してもらう。夜は、店長の趣味で、ウィスキーを出すバーも併設しても面白いと思いました。」

（参加者）

また、講師の土生さんやファシリテーター、中部経済産業局の担当者からは、こんな激励の言葉

がかけられました。



「かつて、日本の産業、生活、文化は渾然一体で成り立っていたけれど、時代を経て、産業は工

業団地、生活は住宅街...と分けられてしまい、自分自身は、経済を成り立たせるための“部品”の
ように感じてしまう人もいるのではないでしょうか。これからの時代は、産業や生活をもう一度一

つにするようなコミュニティが求められていて、SS事業者は、その拠点になり得るのではないかと
思います。」（講師・土生さん）

「参加者の中には、車のメンテ中に、地域の仲間が経営する店を載せたオリジナルの地図をお客

さんに配り、自転車をレンタルする取り組みをつくった人もいました。今後は、そうしたポジティブ

な情報を積極的に発信していくなど、まだまだできることはあるし、さらなる新しい可能性はあると

感じています」（ファシリテーター・浅野 翔さん）

「SS事業者のみなさんは、祭りに参加したり、町内会費を払ったり、地域と深く関わっていらっしゃ
る様子が今回よく理解できました。今後もみなさんのサポートができればと思いますので、継続

的にフィードバックをお願いしたいです。お困りごとあれば当局にいつでもご相談ください。」（中

経局・道 宏貴さん）

燃油のインフラでありながら、今後、どのような“人格”を形成し、その個性を発揮していくのか。
SS＝サービスステーションの“これから”の変貌に大きな期待がかかります。
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